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はじめに 
 

みなさんは一戸町が好きですか? 

未来の一戸町に何を望みますか？ 

 

一戸町では、2023 年７月から、「一戸町 mirai カフェ」というまちづくりのワー

クショップが開かれています。今日はそのワークショップで行われる予定の「いち

のへ脱炭素•未来ワークショップ」を開催します。 

このワークショップでは、「2050 年の一戸の未来を知ること」を学習の始まり

として、一戸町の現状を知り、「みんなの学習がどんなことにつながるのか？」や

「それがどんなことに役立つのか?」などについて学んでいきます。話し合いを通し

て、一戸町の目指す姿、それを達成するためにすべきことを考えていくことで、町

の人々に未来の一戸町の姿を提案することができます。 

この活動は、次の町のグランドデザイン(2050 年の将来像、計画イメージ)」に反

映される可能性もあり、未来の一戸町を担うみなさんの考えを町に届ける絶好の機

会となります。 

 

今回の授業では、「一戸町のこのままの未来の姿」と「未来を変えるための考え

方」についても学びます。今日学ぶことは、これからのみなさんの将来を考えるう

えでも役に立つものです。少し難しい話もありますが、ぜひ最後まで聞いて、積

極的に授業に参加してください。 
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いちのへ未来カルテ 2050 

-一戸町の未来の地域課題- 
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未来カルテの 

トリセツ(取扱説明書) 
 

これから、「未来カルテ 2050」にしたがって、何も政策を行わない場合の、

一戸町の 2050年の姿をお知らせします！！ 

個別に出典を表示していない図表は、「未来カルテ 2050」の結果です。 
 

 

〇その前に・・・・・・ 

この「未来カルテ 2050」は、 

未来の状況を予言するものではありません！ 

 
「未来カルテ 2050」は、 

今の傾向が変わらないとすれば、どのようなことが起こるかを 

考えるためのものです。 

 

 

政策を行えば、「今の傾向」を 

変えることができます 

 

 

 

 

 

 

あなたの提案で未来を変えてみましょう！ 
 

 

「政策」:社会的な課題を解決するために、さまざまな

社会のルールを変える取り組み 
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一戸町の人口は、減少し続けています。 
このままだと 2050 年の人口は、2015 年の 12,919 人の 
40.3％、5,200 人となる見込みです。 

総務省 国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、総務省 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数を基に GD Freak!作成 

(https://jp.gdfreak.com/public/detail) 

 

このままだと、高齢化が進み、町民の 5 人に 2,3 人が 65 歳以上の高齢者、

うち 2 人は 75 歳以上となります。 

 （出典）2020 年まで国勢調査、2025 年以降 2045 年まで、国立社会保障•人口問題研究所予測、2050 年は社人研予測を延長する形

で当プロジェクトが予測 

図 人口-1:一戸町の人口推移 

図 人口-2：一戸町の人口構成(2015 年、2050 年) 
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3524

2015年 2050年 2050／2015 2015年 2050年 2050／2015 2015年 2050年 2050／2015

総人口 12919 5200 40.3% 1279594 818411 64.0% 12709 10300 81.0%

年少人口（0～14歳）比 9.4% 7.3% 31.4% 11.8% 8.6% 46.4% 12.6% 10.3% 66.4%

生産年齢人口（15～64歳）比 53.2% 35.6% 26.9% 57.4% 45.0% 50.1% 60.7% 50.9% 67.9%

65歳以上人口比 37.4% 57.1% 61.5% 30.2% 46.4% 98.3% 26.6% 38.8% 118.2%

75歳以上人口比 22.1% 39.4% 71.7% 16.2% 29.0% 114.6% 12.7% 13.7% 87.4%

一戸町 岩手県 全国(万人)

表 人口-1:一戸町と岩手県、全国の人口 
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人口減少には２つの理由があります。 

 「生まれる子どもの数(出生数)＜亡くなる人の数(死亡数)」の場合 

人口は減ります 

 

一戸町は、死亡数が出生数を上回る「自然減」の状態となっています。特に近年、 

自然減による人口減少数が大きくなっています。 
 

       「町に入ってくる人の数(転入数)＜町から出て行く人の数(転出数)」 

の場合、人口は減ります 

一戸町は、転出数が転入数を上回る「社会減」の状態にもなっています。ただし、 

近年は社会減による人口減少数がやや小さくなっています。 
 

町はこれらの現状を受け、目指すべき目標を設定しています 
 

・人口   

…2040年：9,000人  2060年：7,000 人 

・合計特殊出生率  

… 2025年：1.53  2030年：1.69  2040年以降：1.84 

・社会移動 

… 2025年以降、社会移動の差をゼロとする 

自然減 

社会減 

（出典）一戸町人口ビジョン・総合戦略（平成 28年） 
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図 人口-4：一戸町の人口の社会

（出典）岩手の長期時系列データ（人口） 第 10 表 市町村別社会動態（転入数・転出数） 
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（出典）人口動態統計データ 岩手県・保健所別・市町村別（令和 2 年） 

図 人口-3：一戸町の人口の自然

動態 

自然増の時代 自然減の時代 

ずっと社会減 
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一戸町の合計特殊出生率は、かつては岩手県平均より高かったものの、近年は下回

る年が多いです。 

図 人口-5：一戸町の合計特殊出生率の推移 

これらを達成するための基本目標が以下の３つです。 
 

① やりがいと生活を支える所得が得られる仕事を産み出し、一戸への新たな流れ 

の創出を目指す。 

② 社会全体で子育てを支援し、未婚率低下と出生率の向上を目指し、豊かな教育 

による地域の魅力化につなげる。 

③ 医療・福祉やコミュニティ、再生可能エネルギーなど地域資源と活力が豊かな 

ふるさとを支える基盤の強化を進め、地域の魅力向上を目指す。 
 

 

転入数を増やすために 移住・定住 

転入者を増やすための方法の一つに「移住・定住」の促進があります。 

一戸町では、移住・定住を促進するため、移住定住コーディネーターや地域おこし 

協力隊を採用しています。2022年には５人が移住しました。 

（出典）一戸町人口ビジョン・総合戦略（平成 28年） 

年次 一戸町 岩手県

昭和60 2.03 1.99

昭和61 2.11 1.88

昭和62 2.10 1.78

昭和63 2.07 1.79

平成1 2.06 1.72

平成2 1.93 1.72

平成3 1.96 1.76

平成4 1.89 1.73

平成5 1.84 1.68

平成6 1.77 1.71

平成7 1.35 1.62

平成8 1.56 1.58

平成9 1.44 1.53

平成10 1.53 1.57

平成11 1.36 1.52

平成12 1.46 1.56

平成13 1.56 1.52

平成14 1.14 1.50

平成15 1.25 1.45

平成16 1.25 1.43

平成17 1.38 1.41

平成18 1.32 1.39

平成19 1.43 1.39

平成20 1.49 1.39

平成21 1.35 1.37

平成22 1.55 1.46

平成23 1.29 1.41

平成24 1.50 1.44

平成25 1.48 1.46

平成26 1.34 1.44

平成27 1.11 1.49

平成28 1.25 1.45

平成29 1.27 1.47

平成30 1.46 1.40

令和1 1.17 1.34

令和2 1.20 1.32

（出典）人口動態統計データ 岩手県・保健所別・市町村別（令和 2 年） 

合計特殊出生率が

2.07 を超えない

と、人口は減少する

と言われています 

一戸町総合計画前期基本計画（平成 31 年度～令和４年度）評価・実績報告書 

表 人口-1：一戸町への移住人数の推移 
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世界に目を向けてみると 
人口は世界規模でみると増え続けていますが、 

実は増加している国と減少している国があります。 
 

人口増加の国では… 

人口が多すぎて 仕事がなく   

働き手が余り  失業者が多くなる 
 

人口減少の国では… 

少子高齢化が進み 仕事はあるが 

働き手がいなくなる 

 

 

一戸町への移住定住を増やすためには 
国内外を問わず、すべての人が住みやすく、相互に理解し、温かく受け入れる町

の雰囲気作りが必要です 

 
 

【人口】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここにメモしよう! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いに助け合うことが

必要です 

図 人口-６ 世界人口の推移と国別の推移 
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人口は、2050年には 2015 年から 40.3％に減少する見込みです 

が、働く人の数も 6,249人から 1,950 人に減り、2015年の 31.2% 

になる見込みです。 
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Ｂ 漁業

A2 林業

A1 農業

2015 年 
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図 産業-1：業種別年齢別就業人口（2015 年、2050 年） 

定年退職 
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2015 年は農業で働く人が最も多いですが、2050 年は医療・福祉が最も多くなり、 
農業、卸売・小売業、製造業がそれに続きます。建設業の割合は大きく減ります。 
 

図 産業-2：業種別就業人口（2015 年、2050 年） 
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一戸町の 2050年までの就業者予測 
図 産-3：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（製造業） 図 産-4：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（農業）               

982 人⇒199 人(20.3％)へ減少（岩手県：37.8％）  1239人⇒489人(39.4％)へ減少（岩手県：42.8％） 

 

図 産-5：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（建設業） 図 産-6：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（卸売業・小売業）  
483 人⇒22人(4.6％)へ減少（岩手県：54.1％） 679人⇒208人(30.6％)へ減少（岩手県：50.8％） 
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図 産-7：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（教育学習支援業） 図 産-8：〃（宿泊業、飲食サービス業） 

280 人⇒82人(29.3％)へ減少（岩手県：54.3％） 173人⇒60人(34.7％)へ減少（岩手県：64.5％） 

 

図 産-9：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（公務）  図  産-10：産業従業者数と年齢階層別従業者数の推移（医療・福祉） 

207人⇒91人(44.0％)へ減少（岩手県：69.5％） 1189人⇒527人(44.3％)へ減少（岩手県：77.1％） 
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働く人がほとんど減らない、増える主要産業 
 一戸町ではこれに該当する産業は 2050 年にはありません。 
 

 

【産業】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここにメモしよう! 
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一戸町の食料自給率(町内で食べられる食料

に対する町内で生産される食料の割合 )は

127.9%です。特に酪農や野菜の栽培、養鶏が盛ん

です。 

 

 一方で、耕作放棄率(町内の農地のうち、耕作

されなくなった農地の割合の割合)は、15.4%と 

高い値となっています (2015 年の全国値は

10.6%) 。 

 

今後、農業人口の減少により、1人あたりの耕

地面積が増加することで、規模の拡大が図れる

一方、耕作放棄地がさらに増える可能性があり

ます 

 
 
※食料生産量・食糧自給率データは、倉阪研究室＋環境エネルギー
政策研究所「永続地帯 2019 年度版報告書」から 

2018 年度速報値として抽出 
 

米

3%
野菜

18% りんご

1%

その他果実

1%

牛肉

1%豚肉

1%

鶏肉

23%

生乳

53%

稲作

2% 工芸農作物

7%

露地野菜

22%

施設野菜

2%

果樹類

1%

花き・花木

2%

その他の作物

5%

酪農

35%

肉用牛

9%

養豚

1%

養鶏

11%

分類不能の

農作物

3%

図 農-1：一戸町の食料生産量割合（重量ベース・2015 年） 図 農-2：一戸町の農漁業販売額割合（2015 年） 

3.2 3.6 
4.2 

4.8 
5.3 5.8 6.0 

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

図 農-3：農業人口一人当たり耕地面積(ha) 

一戸町

耕地面積 3580ha

耕作放棄地面積 650ha

耕作放棄率 15.4%

食糧自給率(2018) 127.9%

食糧自給率ランク 453

表 農-1 一戸町の農林地・食料自給率 
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一戸町の林野率(町の面積に占める森林面性の割合)は、73.6%と高い値になってい

ます(日本の林野率は 67%)。 

一戸地域では現在、齢級 8～10（林齢 40～50年）の伐採適期の森林が多く、若い

齢級の木が少なくなっています。伐採を進めるとともに植林を行う必要があります。 
 

 

また、人口林を維持するために必要な

人数に比べて林業人口が少なく、そのギ

ャップは今後さらに広がります。 

高性能林業機械の導入などによる効率

的な林業経営を行うことが求められます。 

 

 

 

 

 

【農地・農林水産業】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここにメモしよう! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

665 729 809 
925 

1040 
1135 1224 

43 39 34 30 25 20 15

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

人工林維持管理投下労働量 林業人口

図 農-5：人工林を維持するのに必要な人の数と林業で働く

人の数(人) 

図 農-4：基本流域別民有林の齢級構造 

 

（出典）農林水産省森林資源調査 
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幼稚園・保育園に通う子どもの数が 326 人⇒116 人（35.6%）に 

減少します。 

 

図 教育-1：幼稚園・保育園在籍者数 

 

幼稚園の先生や保育士さんが世話する児童の数が少し減ります。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学生の数が 466 人⇒174 人（24.1%）に減少します。 

 

326 

281 
246 

216 
183 

152 
116 

2018 2025 2030 2035 2040 2045 2050

図 教育-1：幼稚園・児童福祉従事者一人当たり幼稚園・保育園在

籍者数 
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2020年時点で、 

全国では、6.3人 

岩手県では 2.75人 

図 教育-3：小学校児童数 
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児童数が減り、先生の数も減ります。 

教員 1 人が受け持つ児童数は増加しますが、少人数教育ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の数は 215 人⇒79 人（37.3%）に減少します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校同様、教員 1人が受け持つ生徒数は増えますが、生徒数が減るので小人数教育が

できます。 
 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

図 教育-6：教員一人当たり中学校生徒数 
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図 教育-5：中学校生徒数 
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2020年時点で、 

全国では、13.0人 

岩手県では 9.4人 

図 教育-4：教員一人当たり小学校児童数 
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【保育・教育】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここにメモしよ

う 
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  人口減少にともない、入院患者数・外来患者数ともに減少します。 

 

病院のベット(病床)には余裕が出てきま

すが、現状でも多い医師 1 人あたりの患

者の数はさらに増加します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

介護が必要な人の数は 2020年に比べてやや減少します。しかし、福祉施設一つあた

りの介護受給者は増えることから、介護士を増やす必要があります。 

 

 

全国（2015）の 

医師一人あたり 

患者数 32.3人 

図 医-1：患者数の推移 
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図 医-2：病床数当たり入院患者数 
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図 医-3：医師一人当たり患者数 
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図 医-4：介護受給者数 
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4113 4013 3970 

3720 3631 

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 図 31：福祉介護事業者当たり介護受給者数 
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図 医-5：福祉介護事業者当たり介護受給者数 

2015 年の全国平均は      

2.8 人です。 
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全面的に日常生活の介護が必要な人(要介護 3 以上)は、人口減少にともなってやや

減少します。認知症の患者数も同様です。今後、医薬品の開発が進めば、さらに減少

することが期待されます。 

【医療・介護】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここにメモしよう! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 医-6：介護老人福祉施設定員当たり要介護 3 以上介護受給者数 
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図 医-7：認知症患者数 
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一戸町空家対策計画より国土交通省の住宅・土地統計調査によると、2003 年の一戸町の住宅数

は 5,840 戸、そのうち空き家数が 720 戸で、空き家率は 12.3％でした。2008年には、住宅数 

6,410 戸に対し、空き家数が 1,110 戸となり、空き家率は 17.3％に増加しています。 

  

一戸町では 2016・2017 年度に空き家実態調査をしました。現地調査の結果、「空き家候補」625 

件と「判断できない」48 件を合わせた 673 件が、空き家候補建物と判定されています。 

今後人口減少が進むとさらに空き家が増えることが予想されます。 

 

外観目視による老朽度の調査では 

673件のうち老朽化が著しい空き家は 72 件ありました。危険な場合は、除却を含め、対策を進め

る必要があります。 

図 空き家-1：岩手県の空き家数及び空き家率の推移（1958 年～2018 年） 

（出典）平成 30 年 住宅・土地統計調査結果の概要（岩手県）より 

（出典）一戸町空家等対策計画 令和 2年 3月 

空き家があると、倒壊など保安上の問題、ごみの不法投

棄など衛生上の問題、景観問題、周辺の家屋への影響な

どの問題があります。 
 

図 空き家-2:現地調査結果（空き家の分類） 図 空き家-３:現地調査結果（老朽度の分類） 
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一戸町では、これまでは、台風による大雨や洪水、そして暴風や大雪などが主な自然

災害でしたが、台風被害に加えて急速に発達する低気圧等による集中豪雨、土砂災

害などが特に心配されます。平成 28 年の台風 10 号による集中的、局地的豪雨災害

は、私達に多くの教訓をもたらしました。そこで、町内でも起こりうる土砂災害につ

いて、危険個所などを掲載し、万が一の時の避難行動などに役立てていただくため、

「防災マップ」を作成しました。 

図 災害-１:一戸町防災マップと被害現場 
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災害に対して高校生ができることは？ 

 

「防災士」 

…高校生の防災士資格取得は地域の期待 

  就職・進学での付加価値（動機づけ・自己 PR）づくりにも有効 

 

 防災士は防災知識を持つことに加え、平時から地域で防災について啓発し、災害時

には避難誘導や避難所の運営に携わるなど、“地域防災のリーダー”としての役割が

期待されています。 

これまで岩手県内では、2022年 2月末時点で 3,317人が資格を取得していて、久

慈高校の 3人は 2022年、久慈市が初めて開催した養成講座を受け、新人防災士と

なりました。  
出典：岩手めんこいテレビ報道 

 

【空き家問題自然災害】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここに 

メモしよう！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 災害-２: 鹿児島県立種子島中央高校 3年生の提案 
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人口減少によって、一戸町のごみ総排

出量は少しずつ減少しています。 

 

しかし、町民１人が１日に出すごみの

量は少しずつ増えています。 

 
(出典)環境省一般廃棄物処理実態調査結果より 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ごみのリサイクル率は、岩手県や日本全体と比較してやや高いですが、2015 年以降

はほとんど変化していません。 

 

さらにリサイクル率を上げるためには、何かアクションを起こす必要がありそうで

す。ごみをできるだけ出さないようにするためには何をすればよいのか、みんなで

考え、実行することが重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典)  

環境省 一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成

30 年度）について、 

岩手県 平成 30 年度一般廃棄物処理事業の概要 

図 廃棄物-2：一戸町のリサイクル率 
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岩手県は 18.2％ 
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図 廃棄物-1：一戸町におけるごみの総排出量と 1 人 1 日排出

量の推移(2012～18 年) 
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人口減少や産業の衰退が進むと税金が集まらなくなり、町の年間収入(歳入)が減少

します。一方で、高齢化が進むと医療や介護関係の費用が増加しますし、新しい取 

り組みを行うためにも費用がかかります。 

町の年間支出(歳出)を削減できなければ、今後赤字になってしまう恐れがあります。 

 
 

 

一戸町の財政力指数 (2014～

2020年平均)は、0.33 です。 

 

財政力指数とは、ごみ処理な

どの標準的な住民サービスを

行うために必要な費用に対し

て、町内から集める税金の割

合を示しています。 

 

 

 

 

 

 

つまり、必要な費用に対して町独のお金の割合が 33%しかなく、残り 67%を国•県

からの補助金に頼っていることを意味しています。 

 

インフラの維持管理費の増大 

人々の社会生活を支える基盤となる施設や設備（道路、橋、トンネル、堤防、公営

住宅、上下水道など）のことを「インフラ」（infrastructure）といいます。 

インフラは、人口が最も多いときに合わせて整備されてきました。いま、人口減

少によってインフラは過大になりかつ老朽化が進み、改修費や維持管理費が増えて

います。 

 

人口が半分になっても維持管理にかかる費用は増え続け、一戸町民の大きな負担

になります。人口減少に合わせてインフラの削減などを行う必要があります。 

 

※歳入：市に 1年間で入ってくるお金 

 歳出：市から 1年間に出ていくお金 

 

図 財政-1：歳出と歳入の推移 
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一戸町の再生可能エネルギーの自給率

は 215％です。 

町中で使うエネルギーの２倍のエネル

ギーを生み出しています。 
（出典）永続地帯 2022 年度版報告書 エネルギー政策

研究所 
 

 

風力発電が最も多く、バイオマス発

電、太陽光発電が続きます。 

これらのエネルギーのほとんどは、町

外に送られています。 
 

一戸町の取り組み 
① エネルギーの地産地消 

再エネ地産地消の具体化の先例として、町内公共施設で使用する電気は原則、地

産再エネとし、順次切替えを行います。既存新電力と協力し、町内への再エネの地

産地消推進を図ります。 

 

② 再エネ 100宣言 

使用電力を 100％再生可能エネルギーに転換する意思と行動を示し、再エネ

100％利用を促進する新たな枠組みです。 

一戸町は 2050年二酸化炭素排出量実質ゼロの実現に向けて、この取り組みに賛

同し、岩手県では 3番目の団体として参加しています。  

 

③ 地域循環共生圏 

包括連携協定を締結した横浜市向けの供給を拡大します。横浜市との連携を進め、

再エネの供給を核とし、人の交流・一戸町の産品の流通を通じて経済の好循環を生み

出す「地域循環共生圏」の形成を目指します。 

図 エネルギー-2：高森風力発電所 自然エネルギー財団 図 エネルギー-3：御所野木質バイオマス発電所 

出典：一戸町の再生可能エネルギー最大限導入目標策定事業報告書 

図 エネルギー-1：岩手町の再生可能エネルギー発電量 
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【財政】【エネルギー】で「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をここに 

メモしよう！ 
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図 温暖化-２：気温の上昇原因と今後の予測 

図 温暖化-1：世界、日本、一戸の平均気温の推移 
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地球温暖化について、 

詳しくはこちら！（A-PLAT） 

図 温暖化-３：地球温暖化による様々な影響 
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気候変動対策 
 

地球温暖化による気候変動の対策には 緩和策 と 適応策 の２つがあります。  

図 気候変動-１：2 つの気候変動対策 

デコカツについて、 

詳しくはこちらから！ 

図 気候変動-2：デコカツ 
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図 気候変動-４：植物による二酸化炭素の吸収 

図 気候変動-3：再生可能エネルギー 

図 気候変動-５：適応とは 
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緩和と適応について、 

詳しくはこちらから！ 

図 気候変動-6：Society5.0 

図 気候変動-7：未来技術の見通し 

図 気候変動-7：介助サポートロボットと空飛ぶクルマ 



- 33 - 

 

 
 
【地球温暖化】【気候変動対策】で、「大事だと思ったこと」、「わからないこと」をこ

こにメモしよう! 
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付録：未来カルテの作り方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2020 年に 15-19 歳と 20-24 歳がどの産業を選んでいるのか、ある産

業の 5歳ごとの就業者数が 5年後にどのように増減しているのか、(2000

年-2005 年、2005 年-2010 年、2010 年-2015 年、2015-2020 年の増減率)

の平均)の二つを固定して予測しました。その際に、年齢階級ごとの働い

ている人の比率と、市外から働きに来る人・ 市外へ働きに出る人の比率

も 2020 年のまま変わらないこととしました。 

 

人口予測は、国立社会保障人口問題研究所が行った人口推計を 2050 年

までの延長して推計しました。 

産業構造 

シミュレーター 

人口予測 

保育・教育・介護・医療 

ニーズの予測 

 

 

保育・教育・介護・医療 

サービスの予測 

gap 

 

公有財産建物・ 

道路維持ニーズの予測 

ニーズの予測 

一人あたり公有財産 

建物・道路維持費予測 

ニーズの予測 

自然手入れ 

ニーズの予測 

ニーズの予測 

農林業従事者の予測 

財政収入の予測 財政支出の予測 

gap 

 

gap 

 

gap 

 

保育•教育•介護•医療の対象となる年齢区分

から、どれくらいの生徒•児童•患者•要介護者

がいるかを予測しました。 

産業分類ごとの就業者予測から、保育士 •教 師•介

護士 •医師の数を予測しました。病院のベッド数•

介護関係施設の数は今のままと考えました。 

現状の公有財産建物面積•道路延 

長を維持することを想定しました。 

将来の人口予測をもとに、1 人当たりの公

有財産建物•道路維持費を算出しました。 

現状の耕地面積•人工林面積を 維

持することを想定しました。 

産業構造シミュレーターから農林 

業従事者を予測しました。 

財政収入と支出については、就業者人口などに比例させて変化させる項目と、固定的に取り扱う

項目にわけて、予測しました。 
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未来の考え方 
-バックキャスティングと持続可能な社会- 
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一 戸 町 
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「持続可能な一戸町」について考えてみよう 

(I)あなたが実現してほしい「誰もがずっと〇〇できる一戸町」とは、どんな一戸町ですか? 
1 つだけでなく、たくさん書いてください。 
考えるためのヒント•••未来の一戸町に住む人の身になって考えてみましょう。自分たちだけで
なく、小さい子どもやお年寄り、子育てをする親など、様々な立場に立って考えてみましょ
う。 

 

(2)あなたの考える「誰もがずっと〇〇できる一戸町」の実現のために、必要な条件•解決しなけ
ればならない課題は何ですか? 

考えるためのヒント•••「いちのへ未来カルテ 2050」の結果を参考にして考えてみましょう。
バックキャスティングで考えてみましょう。 

 

(3)(2)で書いた必要な条件•解決しなければならない課題をクリアするために、今からやらな 
ければならないことは何ですか? 

 



- 43 - 

 

 

 


